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日本手外科学会認定手外科専門医制度 

教育研修講演に関する FAQ 

<申請に関して>  

① Q.教育研修講演の認定申請は誰でもできるのですか?                           
A.研修講演の代表者は，原則として本学会会員で学術集会，研究会の会長であれば申請

できます．ただし代表者が会員でない場合には認定の必要性の文章を添付して頂き委員

会で審査します． 

 
② Q.教育研修講演の認定申請はいつでもできるのですか?                                 

A.いいえ，教育研修講演開催日の 6 ヵ月前から 3 ヵ月前までの間に申請が可能です．

3 か月前とは具体的には講演開催月の 3ヵ月前の 20 日までに事務局に到着した申請を有

効とします．  

③ Q.実技講習，ワークショップの単位認定はできますか?                                 
A. はい，1 時間以上であれば時間に関係なく，1 手技 1 単位を原則として認めます． 

④ Q.講演内容が肩疾患を含むものは認められますか?                           
A.腕神経叢損傷以外の肩疾患は審査対象外となりますので認められません．  

⑤ Q.企業の主催，共催は認められますか?                                                
A.企業の主催による講演は認められません．企業の共催は認めます． 

⑥ Q.演題名に「肘関節」，「手外科」，「手」，「指」等の手外科領域であることを示す

文言がなくても認められますか? 
A.演題名に手外科領域を示す文言がない場合，認定の可否を判断できないため，手外科

領域の内容であることを示す 100~200 字程度の要旨を提出していただきます.要旨に基

づき カリキュラム委員会で認定の可否を判断します.  

⑦ Q. 講演内容が手外科領域と関連しなくても認められることがありますか?                                                 
A. はい．英語論文の書き方や統計解析，あるいは他科領域の講演であっても手外科医の

臨床・学術活動の遂行に寄与すると考えられる講演については，認可する場合がありま

す．講演の意義を要旨に記載した上で申請して下さい． 
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<講師に関して> 

⑧ Q.講師の資格は何か制限はありますか?                                   
A.はい． 講師資格は，本学会専門医又は同等以上の者を適格とします. 同等以上の者とは

以下のものを原則とします.  

1)国内外の大学講座や病院の講師以上，臨床教授，客員教授，特任教授など.             
2)上記 1)の経歴を有する者. 
3)関連学会評議員. その他の領域に関する医師，医療従事者，外国人，文化人，製薬や医療

機器などの企業関係者などは講演内容と講師履歴を元に個別にカリキュラム委員会で検討し

ます．他，規定に満たない講師の場合は，会の開催者などから演者の推薦状を添付して申請

頂き当委員会で議論します． 

 
⑨ Q.過去に当学会の＊除名処分を受けた講師を認定することはあるのでしょうか？ 

A.認定しません 

    ＊但し会費未納などではなく学会として除名処分が明記されている場合． 

 

⑩ Q.講演時間などに規定はありますか? 
A.はい．原則として 1 講師・1 演題・1 時間, あるいは 2講師・2 演題・それぞれ 30 分

で 1 単位とします．ただし 2 演題の場合は，2名の講師とも講師資格を満たす必要があ

ります．シンポジウム，パネルディスカッションは認められません． 

 

⑪ Q. 講演の内容が下肢に対するマイクロサージャリーを用いた再建に関するものであって

も認められますか？ 
A. 原則として認めますが，手外科医にとって教育的価値のある内容であることを示す

100-200 字程度の要旨を必ず提出して下さい． 

<その他> 

⑫ Q.受講料は徴収しなければいけませんか?                                            
A. 特に規定はありませんが，受益者負担の原則下での運営の観点からは，原則 徴収し

ていただくようお願いします． 

⑬ Q.受講証明はどういう形で行われますか?  
A.専門医手帳，研修手帳，受講証明シールは廃止となりました．今後は以下の手順で行

います． 

1) 受講証明書を事務局が発行し，研修会主催者(申請者)に交付する 
2) 申請者は受講証明書を必要枚数分コピーし，切り取り線を入れて受講者に配布する    
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3)受講者は受講が終了したら一方を保管，もう一方を申請者に提出する              
4)申請者は会の終了後，受講者から回収した受講証明書と報告書を必ず事務局まで提出する 
5)事務局は受講者情報をデータベースに反映し，適宜 HP(会員専用ページ)に掲載する 

⑭ Q.受講証明書を紛失したら再発行してもらえますか?  
A.いいえ．学会として再発行は致しません．  
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この FAQ は，会員の皆様からの疑問に対して，できるだけ速やかにアップデートしてい

く予定です．  

 


